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人 学 院 」 _ . 学 研 究 科 釡 属 フ ロ ン テ ィ ア エ 学 導 攻
東 北 大 学 工 学 部 釡 属 f 学 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 釡 属 下 学 町 攻 修 士 課 稗 諺 了
東 北 大 学 大 学 院 上 学 研 究 科 釡 属 工 学 、 専 攻 陣 十 課 程 唯 位 修 得 退 学
東 北 人 学 よ り 1 学 博 士 学 位 記 受 領
論 文 題 目 :  M n 0  を 含 む ス ラ グ の サ ル フ プ イ ト ・ キ ャ パ シ テ ィ に 関 す る 田 「 究
職
歴
1 9 7 5 年 4 打 東 北 大 学 工 学 部 助 手
1 9 7 武 中 1 0 村 ~ 1 9 8 0 年 9  j ]
米 国 ぺ ン シ ル ベ ニ ア 大 学  P o s t  D o c t o r a l F e Ⅱ O W
1 9 8 6 午 6 月 東 北 大 学 助 教 授 ( 工 学 割 り
1 9 9 4 年 7 j j  束 北 大 学 教 授 ( _ 1 _ 学 部 )
1 9 鮖 年 4 月 ~ 1 9 9 9 年 3  j j
耿 Ⅲ 火 ツ i 扣 柿 併 任
1 9 9 6 年 4  j } ~ 1 9 9 7 作  3  j J
東 北 大 学 工 半 部 釡 橘 、 r 学 科 学 科 長
1 9 9 6 イ 1 、  4  j l  ~ 1 9 9 7 年 3  刀 , 1 9 9 9 件  5  J I ~ 2 0 0 0 年 3  j ] , 2 0 0 0 イ r  7 月 ~ 2 0 0 1 年 3  刀
科 学 技 術 庁 釡 属 制 料 技 術 研 究 所 客 員 研 究 ゛
1 9 9 6 年 1 0 j 、 」 ~ 1 9 9 9 年 3  上 1
東 北 大 学 学 際 科 学 研 究 セ ン タ ー 教 授 兼 担
1997年4打東北大学教授(大学院工学研究科配棚換)
1998午5打東北大学木来科学技術共1司研究センター教授兼担
1998年9打中苹人民共和国東北大学名誉椴授
1998年10月~]999年11j]
東北人学学牛生活恊議会恊誠貝
2001件 4 JI~2002年3月,2003午 4 H ~2(川44F 3 jl
名古屋大学引ゾ常勤講師(大学院1学釧究科)
2002仟 4jl~20船年3 刀
東北大学1学部金属工学科学科長
東北人学大学院、1二学仙究科金属工学専攻長
200彪円村~2009午8月
大韓民国浦項工科大学鍬鋼火学院併仟教授
2005年10ナ1 小華人民共和国河北鯉上大学哨則哉教授
20妬年】2打中苹人民共利国北京科技大半客座教授
2006午 4 ナ1~2007年3 打
東北大学大学院1学研究科金屈フロンティアエ学W攻長
2006年4月~2007年3ナ1
束京上業大学非常勤訓師
2006年4 j]~200941'3Jj
東北大学火学院1学研究科国際交流宇長
20仭年3刀東北大学辞職
20仭年4月独立行政法人歴用・能力開発機構北海道職粂能力開発大学校校長
2009年4 打~2010年3 ナ」
人阪大学非常膨上滿帥
名誉賞
1989年4 ナ」
1995年11打
1996郁 3月
日木鉄鋼恊会第22回1川山記念賞(学術記念賞)
「製鋼反応に開する物肌化学的筌礎研究」
H本鉄鋼協会第58回依。兪文賞(和文最優秀論文賞)
「Feo・cr203-Mgo.cr203-Mgo.A]20、3 系スビネル1訓溶体の成分活_址」
Π本鉄鋼恊会第15回山岡賞(共同研究賞)
「鋼小非金属介在物制御の基礎に関する共同研究」
日本鉄鋼協会第]6回Ⅱ_11岡賞(共1司研究賞)
「鉄スクラヅプ小のトランプエレメント分航法に関する基礎的検討の共同研究
成果」
Π木鉄鋼脇会第5回学術功歉賞
「鉄鋼スラグの熱プJ学に1甥する研究」
日本鉄鋼協会第H扣】洋村論文賞(英文披優秀論文賞)
rThermodynamics of oxygen in Ⅱquid Fe-cr aⅡoy sat山'ated wlth Feo.cr2
03 Solid soluti0Π」
日水釡屈学会第51回論文賞「材料化学部門」
rActivity Measurement of the constituents in MO]ten sn-Mg-zn Ternary
Lead Free solder AⅡoys by Mass spectrometryj
日本鉄鋼恊会第23回Ⅱ1岡賞(共同研究賞)
19974f 3 jl
2001イf 3 ja
20船年3 刀
20嶋年10j]
2004年3 打
2 0 0 5 件  3  打
2 0 0 6 仟  3  j l
2 0 0 フ ィ f , 3  "
2 0 俳 年 9  "
「 媒 鋼 ス ラ グ を 栄 錘 源 と す る 海 汀 二 杣 物 プ ラ ン ク ト ン M 殖 に よ る C 0 2 固 定 化 に 関
す る 共 同 研 究 成 宋 」
H 人 鉄 鋼 協 会 第 1 6 回 洋 村 論 文 賞 ( 英 文 最 優 秀 論 文 賞 )
「 K i n e t i c  A n a l y s i s  o f  h ' o n  c a r b u r i z a t i o n  d u r i n g  s m e l t m g  R e d u c t i 0 Π 」
Π 本 金 属 学 会 第 4 5 1 川 谷 川 ・ ハ リ ス 賞
第 2 回 東 北 大 学 工 学 研 究 科 長 教 育 賞
H 本 金 属 学 会 第 5 回 功 ヴ 1 賞
加 入 学 会
1 9 的 年
1 9 7 9 イ 1 '
1 9 7 Ⅲ 下
1 9 8 3 イ f
1 9 9 9 4 「
Π 本 鉄 鋼 恊 会
T h e  M i n e r a l s ,  M e t a ] S  &  M a t e r i a l s  s o c i e t y  o f  A m e r i c a n  l n s t i t Ⅱ t e  o f  M i n i n g ,
M e t a 1 1 U r g i c a l ,  a n d  p e t r o l e u m  E n g i n e e r s , 1 n c
T h e  A m e r i c a n  c e T a m i c  s o c i e t y , 1 n c
日 木 金 属 学 会
I r o n  &  s t e e l  s o c i e t y  ( U S . A . ) ( 2 0 0 4 年 か ら  A I S T  と 名 称 変 巫 )
学 協 会 て の 活 動
1 9 9 9 年 Π 小 金 屈 学 会 評 議 n
2 0 0 4 年 口 本 鉄 鋼 協 会 副 会 長 ( 学 会 部 門 長 )
日 本 鉄 鋼 協 会 東 北 支 部 長
2 0 叫 午 Π 木 学 術 振 興 会 製 鋼 第 W 委 n 会 副 委 員 長
2 0 0 7 年  H 本 学 a i 振 興 会 製 鯛 第 1 9 委 員 会 委 n 長
2 0 0 8 年 第 4 阿 世 界 製 鋼 会 議 矧 織 委 員 長
社 会 活 動
2 0 0 0 守
2 0 0 1 午
大 館 周 辺 広 域 市 町 村 閤 紲 介  U 也 方 公 共 団 体 ) 大 館 周 辺 広 域 市 町 村 鬮 組 介 ご み 処 理 施
設 整 備 , Ⅱ 業 評 仙 委 n 会 副 委 員 長 ( 2 0 0 0 - 2 0 O D
Π 本 化 学 研 究 会 i 平 議 員 ( 2 0 0 0 - 2 0 0 9 )
文 部 科 学 省 ( 国 ) 大 学 設 羅 . 学 校 法 人 審 議 会 ( 大 学 設 羅 分 科 会 ) 専 門 委 員 ( 2 0 0 1 -
2 0 0 5 )
仙 南 地 域 広 域 行 政 水 務 線 介  U 也 方 公 共 団 体 ) 仙 南 地 域 広 域 h 政 事 務 細 合 一 般 廃 棄 物
処 理 施 設 機 種 送 定 委 員 会 委 員 長 ( 2 0 0 2 - 2 0 0 8 )
山 形 広 域 環 境 * 務 細 介 ( 地 方 公 共 団 体 ) Ⅱ _ 1 形 広 城 油 吊 上 場 処 理 方 式 検 討 会 議 委 員 長
( 2 0 0 3  - 2 0 0 3 )
鞆 エ ネ ル ギ ー ・ 産 業 技 術 総 合 削 発 機 構 ( 則 )  N E D 0 技 術 委 員 会 技 術 委 貝 ( 2 0 0 3 -
2 0 0 5 )
福 南 , 市  U 也 ノ j 公 共 団 体 ) あ ら か わ ク リ ー ン セ ン タ ー 焼 却 炉 建 粹 ' " 業 ・ 心 柴 者 密 杏 委 員
会 委 員 長 ( 2 0 0 4 - 2 0 0 6 )
口 本  1 _ 学 ブ カ デ ミ ー 会 員
福 島 市 ( 地 方 公 共 朔 休 ) あ ら か わ ク リ ー ン セ ン タ ー 焼 却 工 場 建 設 工 嘔 契 約 変 史 に 係
る 検 村 委 員 会 委 員 長 ( 2 0 0 6 - 2 0 0 8 )
財 団 法 人 金 属 系 材 料 研 究 開 発 セ ン タ ー ( そ の 他 ) 「 皐 新 的 製 鐵 プ ロ セ ス の 先 導 的 研
究 」 技 術 委 貝 会 技 術 委 員 ( 2 0 0 8 - 2 0 0 9 )
N E D 0 釧 鉄 _ ム 相 分 離 法 に よ る イ i 価 金 属 の 分 難 回 収 と 難 利 用 鉄 系 ス ク ラ ッ プ 利 別 拡
人 の 垈 礎 ω 1 究 「 研 究 委 貝 会 」 外 部 委 員
2 0 0 2 4 手
2 0 0 3 年
2 0 0 4 勺 三
2 0 0 5 午
2 0 0 6 イ f
2 0 0 8 1 手
2 0 的 件
同人は,昭和45年3月東北大学上学部釡属上学科卒業後,樺拝噂7年3月向大学大学院
工学研究科金属工学専攻修士課程を修了し,昭和50年3月同博士課程を単位取得退学し,
昭和50年4月に東北大ぢt〔学部金属工学科の助乎,昭和61年6ガ助教授を経て,平成6
年7月鉄鋼製錬学講座の担当教授に任ぜられた。その後,大学院の重点化に伴い,現在
の金属フロンティアエ学専攻金属プロセスエ学講座を担野し,定年1年前の平成21守・3
月辞職し,同年4月北海道職業能力開発大学校校長に赴任した。
この問,同人はー・貫して熱力学を基本とした金属プロセスエ学の基礎研究に精励され,
鉱石の物理化学的性質の測定や粗金属製造工程での出現鉱物相の測定,新製錬法の開発,
粗金属の粘製工程におけるスラグーメタル岡反応における名相での成分活吊測定と,
各相間の化学平衡測定,製造1程から排出される副産物の地球環境修復への有効利用の
提案など,主に鉄鋼製錬学分野の研究を幅広く積極的に推進した他に,高合金の物理化
学的性質を定量的に表現する新熱力学的溶液モデルの提案などに多大な功織を挙げると
ともに,この間を通じて教育と指導により多数の研究者および技術岩の養成に尽力した。
同人の主な研究成果の・一例を略記すれぱ,以下の通りである。
功績調 三包'1「1
a)鉱石の物理化学的性質測定と還元挙動の解明
正則溶液を想定した熱力学的溶液モデルを固溶体である複雑組成のクロム鉱石に適
用し,構成成分活量を定式化し,ロータリーキルン内での同鉱石の還尤挙動を定、吊化
することに成功し九。この研究成果に対して平成7年 q■Π本鉄鋼協会から俵論文
賞(和文最優秀論文1めが受賞された。また,平衡状態図の知識を高炉内での鉄鉱石
の還元挙動に応用し操業改善に大いに頁献した。
の
野光兀
it、ーコ たか
(2)新製鉄法の開発
回転炉床法により,粉鉄鉱石と粉炭の混合物を僅か15分ほど1,350てまで急速加熱
すると容易に銑鉄が製造可能であるという反応機構を発見し九。この成果に対して平
成17年(社)日本鉄鋼協会から澤村論文賞(英文最優秀論文賞))が受賞された。引
き続き,本法による新製鉄製造開発研究を行い,世界各国でその製造法の特許を取得
し,10年冏の研究成果を結実させ,平成22午止月,米国で商業生産が開始された。
(3)溶融スラグの成分活量値測定
酸化粘錬の最も基本となる,スラグ中のFe0成分の活量を多くの多元系製鋼スラ
グで測定し,この結果に正則溶液モデルを適用し,スラグの他成分活量算出に成功し
た功紙は極めて火きく,この研究結果は世界中で広く引用されている。さらに溶鋼2
次精錬スラグの成分活量についても,ガスースラグー溶銅問の分配平衡法で測定し,
2次粘錬技術の基礎となる重要なデータを捉供している。これらの研究業績に対し
??
2( 社 ) Π 本 鉄 鋼 恊 会 か ら 平 成 元 年 西 1 1 1 記 念 賞 ( 学 術 記 念 賞 ) を 受 賞 し た 。
マ r  ,
( 4 ) 冶 金 反 応 の 化 学 平 衡 測 定
正 則 溶 液 モ デ ル を , 酸 業 の 分 配 , 脱 り ん , 脱 硫 な ど の 鉄 鋼 製 錬 に 関 す る ス ラ グ ー メ
タ ル 間 冶 金 反 応 に 適 用 し こ れ ら の 定 式 化 に 成 功 し た , 溶 融 ス ラ グ の 熱 ブ J 学 に 関 す る 研
究 は 世 界 中 で 披 も 高 く 評 価 さ れ て い る 。 こ れ ら の 研 究 業 紙 に 対 し て , ( 社 ) 日 人 鉄 鋼
協 会 か ら 平 成 1 3 年 学 術 功 騨 t 賞 が 授 賞 さ れ た 。
( 5 ) 非 金 属 介 在 物 の 熱 力 学 , 並 び に 溶 鋼 と 耐 火 物 と の 反 応
製 鋼 工 程 で 行 わ れ る 脱 酸 平 衡 , 生 成 非 金 属 介 在 物 に 関 す る 剣 ゾ ノ 学 研 究 , 並 び に 溶 鋼
と 耐 火 物 と の 反 応 に 関 す る 研 究 成 果 も 顕 茗 で あ る 。 こ れ ら の 研 究 成 果 に 対 し て , ( 社 )
日 木 鉄 錨 協 会 か ら 平 成 8 年 山 岡 賞 ( 共 同 研 究 賞 ) , 平 成 1 5 年 澤 村 論 文 賞 ( 英 文 披 優 秀
論 文 賞 ) が 授 賞 さ れ た 。
( 6 ) ス ラ グ の 地 球 環 境 修 復 へ の 有 効 利 用 の 開 発
製 鋼 ス ラ グ を 栄 養 源 と し て 利 用 し た 海 洋 植 物 プ ラ ン ク ト ン 増 殖 に よ る C 0 2 固 定 化
の 研 究 な ど 環 境 に 関 す る 斬 新 的 な 提 案 研 究 を 数 多 く 行 っ て お り , 衆 目 が 注 目 す る 貴 重
な 報 告 を 捉 出 し て い る 。 こ れ ら の 研 究 成 果 に 対 し て , ( 社 ) 日 本 鉄 鋼 協 会 か ら 平 成 1 6
年 山 岡 賞 ( 共 同 研 究 賞 ) が 授 賞 さ れ た 。
( フ ) 高 合 金 の 物 理 化 学 的 性 質 を 定 品 的 に 表 現 す る 斬 熱 力 学 的 溶 液 モ デ ル の 提 案
計 算 状 態 図 の 分 野 で 最 近 利 用 さ れ て い る 熱 プ J 学 モ デ ル を 脱 酸 平 衡 に 適 用 し , 高 合 金
に っ い て 仟 意 温 度 , 任 意 合 金 組 成 に お け る 脱 酸 平 衡 の 定 式 化 に 世 界 で 初 め て 成 功 し た 。
こ れ ら の 研 究 業 績 に 対 し て , ( 1 D  日 木 釡 属 学 会 か ら 平 成 1 8 年 谷 川 ・ ハ リ ス 賞 が 授 賞
さ れ た 。
( 8 ) 環 境 ・ り サ イ ク ル 分 野 へ の 高 温 冶 金 学 の 新 九 な 展 開
最 近 で は 領 域 を 広 げ , 都 市 ご み 燃 焼 で 生 成 す る 灰 の 溶 融 処 理 や 飛 灰 挙 動 , 金 属 製 錬
上 程 で の 副 産 物 で あ る ス ラ グ を , 海 洋 机 列 勿 プ ラ ン ク ト ン 増 殖 の 栄 養 源 と し て 利 用 し
C 0 2 固 定 化 を す る 研 究 な ど , 地 球 環 境 修 復 へ の 有 列 呼 1 1 用 の 提 案 , 鉛 フ リ ー の は ん だ
合 金 の 開 発 な ど の 環 境 関 連 研 究 を 打 っ た 。 こ れ ら の 研 究 成 果 に 対 し て , 件 士 ) 日 本 鉄
鏘 協 公 か ら 平 成 9 年 山 岡 賞 ( 共 同 研 究 I D , 休 ■ Π 本 金 属 学 会 か ら 同 1 5 年 材 料 化 学 部
仟 派 倫 文 賞 が 授 賞 さ れ た 。
以 上 の 優 れ た 研 究 業 績 に 対 し て , ( 社 ) 日 本 金 属 学 会 か ら 平 成 1 9 年 功 労 賞 を 受 賞 し て
い る 。 ま た , 教 育 分 野 で は , 平 成 1 0 年 に は 中 華 人 民 共 和 国 東 北 大 学 の 名 誉 教 授 , 同 1 7 年
同 国 河 北 理 1 大 学 牙 御 纖 教 授 , 北 京 科 技 大 学 客 座 教 授 , 詑 び に 大 韓 民 国 浦 項 工 科 人 学 鉄 錨
大 学 院 り 付 壬 教 授 に 推 挙 さ れ , さ ら に 同 1 9 年 束 北 大 学 工 学 研 究 科 長 教 育 賞 を 受 1 ・ 〔 し て い る 。
同 氏 は , 上 述 の 研 究 ・ 教 育 活 動 以 外 に 学 外 の 公 的 活 動 と し て , 平 成 1 3 年 よ り 文 剖 野 斗 学
省 大 学 設 置 . 学 校 法 人 審 議 会 ( 大 学 設 置 分 科 会 ) 専 門 委 員 と し て 国 の 文 部 科 学 行 政 , 平
成15年よη新エネルギー・産業技術総合開発機得技術委員会技術委員として国の科学行
政,平成16年より福島市あらかわクリーンセンター焼却炉建替出業亊業者密杏委貝会委
員長など多くの地力公共団体打政の発展に尽してきた。
学会活動については,日本鍬鋼協会副会長(学会部門長),同恊会東北支部長,日本
金属学会評議員,Π本学術振興会製鋼第19委員会委員長などとして当該学会の発展に多
火な貢献をしている。
このように,同人は我が国の学術及び鉄鋼下学,金属プロセス上学の発展に多大の立
献を果たしており,その功績には茗しいものがあり,同人を本学名誉教授とした。
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1 . 水 素 に よ る 溶 鉄 の 脱 硫 速 度
鉄 と 鋼 , 6 2 , 1 ( 1 9 7 6 ) ,  P P . 3 3 - 4 2
日 野 光 兀 , 萬 谷 志 郎 , 不 破 祐
2 .  s u l p h i d e  c a p a d t y  o f  L i q u i d  M a n g a n e s e  s i ] i c a t e
P r o c . 3 r d  l n t e r n . 1 r o n  &  s t e e l c o n g . ,  c h i c a g o ,  A S M  O { A I M E ,  M e t a l p a r k ,
( 1 9 7 8 ) ,  P P . 3 2 1 - 3 2 6
M .  H i n o  a n d  T .  F u w a
業
穎
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的 研 究
日 本 金 属 学 会 誌 , 4 8 , 6 ( 1 9 8 4 ) ,  P P . 5 9 5 - 6 0 3
萬 谷 志 郎 , 日 野 光 兀
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P r o c . 1 n t e r n .  s y m p o .  o n  M e t a Ⅱ .  s l a g s  a n d  F l u x e s ,  e d .  b y  H . A .  F i n e  a n d
D . R .  G a s k e Ⅱ ,  L a k e  T a h o e ,  T M s  o f  A I M E ,  w a r r e n d a l e , ( 1 9 8 4 ) ,  P P . 3 9 5 -
4 1 6
S .  B a n - y a ,  M .  H i n o  a n d  H .  T a k e z o e
5 .  A p p l i c a t i o n  o f  a n  A . C . 1 m p e d a n c e  M e t l 〕 o d  t o  s t u d y  o t  t h e  R e a c t i o n  b e t w e e n
S l a g  a n d  M e t a l
P r o c . 1 n t e r n .  s y m p o .  o n  M e t a 1 1 .  s l a g s  a n d  F l u x e s ,  e d .  b y  H . A .  F i n e  a n d
D . R .  G a s k e Ⅱ ,  L a k e  T a h o e ,  T M s  o f A I M E ,  w a r r e n d a l e , ( 1 9 8 4 ) , 6 6 9 - 6 8 4
M .  H i n o  a n d  s .  B a n - y a
6 .  F e o - s i 0 2 - M n 0 系 ス ラ グ 成 分 の 活 都 :
鉄 と 鋼 , 7 1 , フ ( 1 9 8 5 ) ,  P P . 8 5 3 - 8 6 0
萬 谷 志 郎 ,  U 野 光 兀 , 湯 下 憲 吉
フ .  F e o - N a 2 0  系 お よ び F e o - s i 0 2 - N a 2 0  系 ス ラ グ の 成 分 活 量 と  F e 3 + / F e 2 十 〒 衡
鉄 と 鋼 , 7 1 , 1 5 ( 1 9 8 5 ) ,  P P . 1 7 6 5 - 1 7 7 2
萬 谷 志 郎 , 日 野 光 兀 , 竹 添 英 孝
8 .  T h e r m o d y n a m i c  p r o p e T t i e s  o f  F e / 0 - N a 2 0 ,  F e t o - s i 0 2 - N a 2 0 ,  F e / 0 - P 2 0 5 -
N a 2 0  a n d  F e i o - P 2 0 5 - s i 0 2 - N a 2 0  s l a g s
T r a n s . 1 S U , 2 5 , 1 1 ( 1 9 8 5 ) ,  P P . Ⅱ 2 2 - 1 1 3 1
S .  B a n - y a ,  M .  H i n o  a n d  H .  T a k e z o e
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9 固体鉄と平衡する Fe,0-P205-Na20 系並びに Feo-P205-si02-Na20 系スラ
グ中のFe0 の活量と Fe3+/Fe2十平衡
鉄と鋼,71,16(1985), PP.19船一1910
萬谷志郎,日野光兀,竹添英孝
正則溶液モデルによる Feo-(ca0十Mgo)ー(si02+P205)系スラグの成分の
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鉄と鋼,73,3(1987), PP.476-483
萬谷志郎,日野光兀
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by Quadratic Formalism
Preprints of 7th Japan-Germany seminar on Fundamentals of lron and
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Ultra High purity Base Metal, Ed. by K. Abi1Φ, K. Hirokawa and s
Ta1ζalくi, The Japan lnstitute of Metals, sendai, Japan, PP.1995, PP.390-
396
M. Hino and s. Ban-ya
Phase Equi]ibria and Thermo-dynamics of Feo.cr203-Mgo.cr203-Mgo'
A1203 Spinel strudure solid solution saturated with (cr,AD203
Isu lnternational,35 a995), PP.851-858
Mitsutaka Hino, Kenichi Higuchi, Tetsuya Nagasaka and shiro Ban-ya
47
固体Ca0 と平衡する Ni-ca-0 と Ni-Ta-ca-0融体の剣リJ学
鉄と鋼,82,6 (1996), PP.465-470
石井不二夫, H野光兀,伊東裕恭
Fundamental studies on the Removal of copper, Tin and zinc from Remelted
Steel scrap
Steelmaldng conference proceedings,1SS-AIME, warrendale pA,79
住996), PP.589-597
T. Nagasaka, M. Hino and s. Ban-ya
Large scale Refining of 1τon and steel
Scope oflnteTnational Forum '97, proceedings oflnta'nationalForum on
Advanced Metal science for the 21St century by using High-Quality
Vacuum, osaka, Japan, Japan science Techn010宮y corp.,(1997), PP
162-]78
M. Hino
48 Kinetics of zinc Evaporation from Molten steel by Evaporation with lmping・
ing Argon
Zinc & Lead '95, Ed. by T. Azakami, N. Masuko, J. E. DutTizac and E
Ozberk, The Mining & Materials processing lnstitute of Japan, Tokyo,
Japan,1995, PP.848-857
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